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九
五
七
年
四
馬
二
五
日
　
印
剛

九
五
七
年
．
五
月
一
H
　
発
行

京
葛
ナ
倉
マ
女
＆
篭
目
揉
鮮
山
臥
酬
銑
皆
一

東
洋
史
研
究
會
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江戸時代初頭に於ける教訓仮嶺抄について（今中）

⑨
武
内
義
雄
「
儒
教
の
精
神
」
六
六
頁

⑩
西
村
天
囚
「
日
本
朱
学
史
」
一
＝
一
二
頁

⑪
　
　
足
利
行
述
「
鎌
倉
室
町
時
代
之
儒
教
」
　
　
三
四
［
六
－
七
頁

＠
・
層
1
1
　
　
　
　
1
1
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
七
頁

⑬
　
灘
倫
抄
　
宵
板
本
　
一
一
了
　
　
　
ヌ

⑭
　
京
大
本
、
宣
賢
自
筆
「
孟
子
抄
」
　
尽
心
上
下

⑮
相
良
享
「
近
世
日
本
儒
教
運
動
の
系
譜
」
八
七
頁

⑯
春
鑑
抄
続
々
群
書
類
從
、
第
十
、
教
育
部
五
一
頁

講場日

　瞬｝
t　ttx－tt、Aへ’酬

講高州
師

演

題所時

学
研
究
会
六
月
例
会

六
月
＋
五
日
（
土
）
午
後
一
蒔
一
四
時

京
都
大
学
陳
列
館
第
二
教
箋

西
南
ア
ジ
ア
史
の
諸
問
題

未
　
　
　
　
定

二
つ
の
乾
燥
地
帯

西
南
ア
ジ
ア
更
研
究
の
動
向

史
学
研
究
会
七
月
例
会

⑰
拙
稿
「
心
学
五
倫
書
と
そ
の
歴
史
的
背
景
」
　
京
都
女
子
大
学
紀
要

　
一
二
号
　
一
〇
頁

⑲
　
鈴
木
大
拙
「
禅
と
日
本
丈
化
」
　
一
四
頁

⑲
春
鑑
抄
五
ニ
ー
三
頁

⑳
葬
倫
抄
　
一
七
丁

⑳
　
　
〃
　
　
三
〇
丁

　
　
〔
附
記
〕
　
本
稿
は
昭
和
三
十
一
年
度
文
部
省
科
学
研
究
助
成
補
助
金

　
　
　
　
　
　
に
よ
る
研
究
の
一
部
で
あ
る
。

中梅藤
原
　樟本与
キ戊忠勝
九

郎夫次

黒氏氏

七
月
六
日
（
土
）
　
午
後
一
時
一
四
時

京
都
大
学
楽
友
会
館

申
国
考
古
学
視
察
団
帰
朝
報
告
（
予
定
）

　
訪
中
日
本
考
古
視
察
団
の
団
員
と
し
て
五
月
申
旬
よ
り
一
ケ
月
に
わ
た
っ
て
里
国
を
視
察
し
た
水
野
精
一
、

康
、
岡
崎
敬
三
氏
の
帰
朝
談
を
予
定
し
て
い
る
。
　
（
ス
ラ
イ
ド
使
用
）
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口
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院政と島羽離寓（村田）

顕
著
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
元
来
離
宮
の
構
造
が
全
体
と
し
て
散
漫
で
中
心

な
く
、
院
始
め
皇
族
達
が
任
意
に
い
く
ら
で
も
あ
と
か
ら
増
築
し
て
ゆ
け
ば
果

し
の
な
い
も
の
に
な
る
の
と
圃
様
な
性
格
を
も
つ
て
い
た
の
で
あ
る
。
院
政
の

婁
体
も
、
本
当
は
そ
う
し
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
の
で
、
上
皇
一
入
一
入
の
考
え

が
皆
違
い
、
一
入
で
も
欝
期
に
よ
っ
て
は
方
針
を
い
く
ら
で
も
変
え
る
と
と
が

出
来
た
つ
歴
代
院
政
の
共
通
点
は
そ
こ
に
あ
る
の
で
、
律
令
的
な
意
識
の
う
ち

に
あ
り
乍
ら
、
律
令
的
先
例
乃
至
摂
関
政
治
的
先
例
を
平
然
と
ぶ
ち
こ
わ
し
、

恣
意
的
な
自
由
さ
を
以
て
目
先
の
時
局
を
糊
塗
し
て
ゆ
く
強
引
さ
に
存
す
る
。

そ
の
場
合
受
領
の
存
在
こ
そ
は
最
も
醤
立
つ
も
の
で
あ
っ
た
が
、
受
領
の
小
数

有
力
著
へ
の
集
中
は
、
決
し
て
受
領
そ
の
も
の
の
権
力
を
増
強
す
る
結
果
に
は

な
っ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
そ
れ
は
院
の
手
先
と
し
て
の
役
割
に
一
層
の
重
要
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

が
加
わ
り
、
院
へ
の
依
存
度
が
高
め
ら
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
而
も
そ
う
し
た
時

期
に
、
一
方
で
は
在
地
武
士
と
の
結
び
つ
き
を
強
化
し
、
軍
事
力
の
漏
養
を
お

こ
た
ら
な
か
っ
た
平
氏
の
如
き
受
領
が
あ
り
、
公
家
伸
閻
か
ら
は
一
段
と
侮
蔑

の
眼
を
以
て
見
下
げ
ら
れ
て
い
た
。
然
る
に
院
政
の
恣
意
的
登
用
の
申
に
ご
⑳

随
し
め
ら
れ
た
受
領
が
加
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
之
も
そ
の
無
計
翻
性
・
放
縦
性

の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
が
、
結
果
に
お
い
て
は
院
政
が
律
令
時
代
よ
り
封
建
出
代

へ
の
推
進
を
契
機
づ
け
る
重
要
な
役
割
を
み
つ
か
ら
選
ん
だ
こ
と
を
意
昧
す
る

の
で
あ
り
、
淡
し
て
摂
醐
政
治
の
あ
だ
花
と
し
て
片
付
け
て
し
ま
え
ぬ
意
義
を

も
つ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
離
宮
の
歴
鎚
こ
そ
は
之
を
最
も
三
三
的

に
我
々
に
物
語
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
註

　
①
　
申
右
詑
、
永
長
元
、
七
、
十
二
条
、
康
和
五
、
五
、
九
条
な
ど
。

　
②
同
　
　
永
長
元
、
三
、
一
条
康
和
四
、
三
、
二
＋
条
な
ど
。

③
院
近
臣
必
ず
し
も
院
に
忠
箋
で
な
い
証
拠
と
し
て
、
玉
葉
（
建
久
九
、

　
　
六
、
五
条
）
の
除
目
の
記
事
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
之
は
後
鳥
羽
院
政
下
に

　
　
起
り
え
て
も
、
強
力
な
白
河
・
鳥
羽
両
院
政
下
で
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と

　
　
で
あ
る
。

　
　
　
（
本
稿
は
も
と
城
南
丈
化
綜
禽
研
究
の
一
環
と
し
て
起
草
さ
れ
た
も
の
、

　
　
　
そ
の
要
旨
は
昭
和
三
十
一
年
六
月
の
醜
史
会
大
会
で
発
表
し
た
。
）
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執
筆
者
紹
介

黒
井
彦
七
郎
　
京
都
大
学
助
手

今
　
申
　
寛
　
司
　
　
京
都
女
子
大
学
教
授

村
山
修

大
阪
女
子
大
蛍
・
教
授
．

石
　
田
　
薯
　
入
　
　
京
都
大
学
助
手

西
　
村
　
睦
　
男
　
　
京
都
大
学
助
教
授
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会
　
　
報

◇
史
学
研
究
会
役
員
の
う
ち
理
事
・
監
事
は
、
会
則
に
従
い
次
の
通
り
決
定

　
し
ま
し
た
。

理
事
長

理
　
　
事

前＊豊山　小　井　赤＊宮

川田田葉上松崎
貞　　　田
li，，　　　智俊市

監
　
　
事
　
　
藤

定　
　
　
　
　
ネ

秀
（
編
集
）
有
　
光

　
　
　
　
　
ネ

勇
　
　
　
　
織
　
田

　
　
　
　
　
ホ

淳
　
　
　
　
佐
藤

実
　
　
　
　
田
村

直
　
幹

三教

　
　
藤
岡
謙

　
　
水
　
野

（
五
十
音
順
・
＊
印
は
常
務
理
事
）

　
　
森
　
　
鹿
　
三

三＿実

一
（
会
計
）

雄
（
会
務
）

長
（
庶
務
）

三郎一

　
な
お
、
委
員
は
次
の
通
り
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
朝
尾
直
弘
（
国
史
）
竺
沙
雅
章
（
東
洋
史
）
永
井
三
明
（
西
洋
史
）

　
　
宋
尾
張
行
（
地
理
）
西
谷
真
治
（
考
古
学
）
熱
田
　
公
（
庶
務
）

◇
前
理
事
長
原
三
園
氏
は
、
三
月
京
都
大
学
を
停
年
退
官
さ
れ
ま
し
た
が
、

会
則
第
一
一
章
第
八
条
の
規
定
に
よ
り
本
会
名
誉
会
員
に
推
．
薦
さ
れ
ま
し
た
。

一
編
集
後
記

会
報
に
掲
げ
た
よ
う
に
、
本
会
は
多
年
に
わ
た
っ
て
運
営
に
尽
力
さ
れ
た

原
理
事
長
の
退
職
に
と
も
な
い
、
役
員
も
陣
容
を
改
め
て
再
発
足
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
と
き
に
あ
た
っ
て
、
こ
れ
ま
で
本
誌
の
財
源
の

ひ
と
つ
と
な
っ
て
き
た
文
部
省
の
出
版
助
成
金
が
、
本
年
度
か
ら
う
ち
切

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
大
き
な
痛
手
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

善
後
策
に
つ
い
て
理
事
会
で
は
討
議
が
重
ね
ら
れ
、
発
行
回
数
の
減
少
、

三
二
な
ど
の
案
も
出
ま
し
た
が
、
せ
っ
か
く
こ
れ
ま
で
盛
り
上
げ
て
き
た

「
史
林
」
の
伝
統
を
く
ず
す
こ
と
な
く
、
従
来
通
り
の
力
針
で
発
行
を
続

け
て
ゆ
く
こ
と
に
意
見
の
一
致
を
み
ま
し
た
。
今
後
と
も
会
員
諸
賢
の
御

麦
援
を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。
つ
い
て
は
未
払
会
費
の
整
理
が
目
下
の

急
務
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、

ふ
る
っ
て
納
入

下
さ
る
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま

す
。

（
西
谷
真
治
）

…
書
籍
肋
。
語
翻
定
価
固
円

　
史
林
（
第
四
〇
巻
第
三
号
）

　
　
　
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

　
　
　
京
都
大
学
丈
学
部
内

発
行
所
　
　
皮
　
　
学
　
　
研
　
　
究
　
　
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
替
京
都
五
㎜
五
五
番

　
　
　
　
　
　
　
理
事
長
　
宮
崎
市
定

　
　
　
　
　
　
編
輯
主
任
　
赤
松
俊
秀

　
　
　
京
都
市
下
京
区
七
条
御
所
ノ
内
東
町
三
九

印
刷
所
　
申
村
里
刷
株
式
会
社
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